様式２

申請年月日：平成　　年　　月　　日

北海道臨床開発機構シーズ応募に関する支援申請書

北海道臨床開発機構長　殿


	区　　　分
	内　　　　　容

	１．申請者所属
	

	２．申請者氏名


	ふりがな　：

氏名（漢字）：

	３．連絡先


	住所：

電話番号：

メール：

	４．研究テーマ名
	

	５．研究の概要


	

	６．試験物・技術などの名称
	

	７．試験物・技術などのコンセプト（標的適応症など）
	

	８．試験物・技術などの新規性
	

	９．試験物・技術などの有効性
	

	１０．試験物・技術などの安全性（データがある場合）
	

	１１．先行品および競合品の状況
	

	１２．試験物・部品などの入手方法
	

	１３．特許の出願及び取得状況
	

	１４．研究発表の状況
	

	１５．共同研究企業・機関の有無
	


注１：書ききれない場合は、別紙に記載し、提出ください。

注２：本書類に記載された内容は北海道臨床開発機構にて秘密情報として管理し、シーズ採用の目的のみに使用いたします。
【記載にあたっての注意事項】

１．「研究テーマ名」欄には、本研究のテーマが分かりやすく伝わるような言葉でテーマをお書きください。
２．「研究の概要」欄には、研究に関する背景、研究の目的、研究の内容と特徴、今後の研究の進め方と研究の最終目標を、分る範囲で記載してください。

３．「試験物・技術などの名称」欄には、研究で扱っている物質名・技術名を分かりやすく記載してください。

４．「試験物・技術などのコンセプト」欄には、試験物・技術が、医療でどう活かせるのかイメージがあればお書きください。なお、標的疾患があれば必ず記載してください。

　（記載例）世界初のトポイソメラーゼII阻害作用があり、肺がん、大腸がんなど広い抗癌スペクトルを有するがん化学療法剤

５．「試験物・技術などの新規性」欄には、現在の医療で何が新しいことか、たとえば、全く治療法がないから新規の治療法になる、現在ほかの治療法はあるがその治療法が新しい作用機作を有するなど、現治療薬や診断薬に比べ新しいところは何かを記載してください。

６．「試験物・技術の有効性」欄には、非臨床・臨床に関わらず、有効性に関するデータを記載してください。

７．「試験物・技術の安全性」欄には、もし行っていたら、ヒト、動物や細胞実験データの薬効試験の成績を記載してください。

８．「先行品および競合品の状況」欄には、知っている先行品および競合品があれば記載してください。

９．「試験物・部品などの入手方法」欄には、独自作成または購入など、入手方法を記載してください。

１０．「特許の出願及び取得状況」欄には、特許出願・取得があれば記載してください。

１１．「研究発表の状況」欄には、本研究に関連ある論文・学会などでの発表の有無及び論文名あるいは学会名などを記載してください。

１２．「共同研究企業・機関の有無」欄には、共同研究している企業機関があれば、その名称などを記載してください。

参考

【北海道臨床開発機構について】

文部科学省では、「橋渡し研究支援推進プログラム」を実施し、先進医科学研究分野における社会へのより積極的な貢献を目的として、日本の「橋渡し研究」支援の基盤整備を進めていく取り組みをスタートさせました。「オール北海道先進医学・医療拠点形成」プロジェクトは、文部科学省が採択した「橋渡し研究支援推進プログラム」のひとつです。

　　　北海道臨床開発機構が行う本委託事業は、３医育大学が連携して行うもので、北海道における「橋渡し研究」の基盤整備と先進医科学研究の定着を目指して事業を進めていきます。

この取り組みの実行性を高めるため、有望な研究シーズの発掘と実用化への支援を行うほか、成果の知的財産を適切に管理し、活用先との交渉を行っていくことや、関連する人材を育成していくための取り組みも行っていくこととしています。
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